
タイトル；マーケティングでの「学びの場」とユーザー・イノベーション 
【ポスターセッションでの意図を記述します】 
 
マーケテイング・マネジメント領域での「イノベーション教育」をテーマとするポ

スターセッション。従来、マーケティングは、顧客での欲求へ寄り添い、「市場適応」

をベースとする方法論を探求してきた。しかし、今、企業では、精緻な顧客志向に

なればなるほど、「破壊的イノベーション」に晒されていくジレンマが指摘されてい

る。（イノベーションのジレンマ＝クレイトン・クリステンセン）こうしたジレンマ

の一方で、マクロウィキノミクスなど新しい視点から、ビジネス生態系を前提とし

て、“社会共創”を織り込んでいく試みが、いくつもなされている。 
	
 このセッションでは、イノベーションと顧客志向を創発させうる＜学び＞の場に

注目し、特に、ユーザーが使用文脈において自発的に新しい価値を創発していく「ユ

ーザー・イノベーション」の在り方に注目する。こうしたユーザーサイドを起点に

起きる「価値共創」を、新しい事業展開への掘り下げるトリガーとして捉える

（Deepening軸）と同時に、それをどのように、企業サイドの商品・サービス開発
に結びつけ、企業活動の体系でその価値を拡大していくのか？（Widening軸）、こ
うした２つの軸を下敷きにしてLEGO,NIKE、などを始めとする、いくつかの企業
の事例をベースに、そこでの「学び」の役割について意見交換したい。（例えば、差

別化が効かないコモディティに対抗するカテゴリー・イノベーションや、顧客やス

テークホルダーとの「場づくり」から始まる事業共創、ユーザー・イノベーション

などでの学びとの結びつき） 
	
 皆様の実践される教育の「場づくり」との比較対照を通じて、「ワークショップス

タイル」での共創の可能性について広く認識を深め、事業価値と社会価値を往還す

る「ユーザー・イノベーション」の可能性について、さらなる「問題意識」を高め

ることを目的とする。 
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ユーザー・イノベーション	


メソドロジー開発	


ブランド・プラットフォーム	


Deepening	
  

Widening	
  

問題意識	


情報通信白書（平成２５年度版）ースマート革命がもたらす事業活動の変化	


コモディティ問題	
 価値創造	
ユーザー主導	


テーマ	


ワークショップなど共創の「場」を通じて、ユーザー価値を融合させることで、	
  
どのように、ブランド基盤にイノベーションをもたらすのか？	


事業イノベーション	
カテゴリ・イノベーション	


http://mindstorms.lego.com/en-us/default.aspx	
 h+p://mindstorms.lego.com/en-­‐us/default.aspx	


h+p://www.quirky.com/	

https://tinkercad.com/	


h+p://www.thingiverse.com	

http://mystarbucksidea.force.com/ideaHome	


http://www.nike.com/jp/ja_jp/?flp=lp/nikeplus-fuelband	
http://www.prize4life.org/	


コモディティ問題/ユーザー主導ステージでの価値創造	
  

イノベーション教育学会@１４０３１１ーMORI	


参考文献；「共創志向性」日本マーケティングジャーナル131（２０１４）	


マーケティング・システム（関係性）にイノベーションを融合する	
問題提起	
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